
論文

古典ギリシャ語の構文論研究
ーポリュピオス『歴史』における

σu凶α[VElVの用例の分析に基づいてー

竹島俊之

1.ポリュビオスについて

ポリュビオス(前 201-120年頃)は名を挙げるに値するこの時期の唯一の歴史

家である。彼はメガロポリスの出身で、アカイア同盟の指導者リュコルタース

の子である。

彼の家系とその傑出した才能によって故郷における恵まれた地位への道が早

くから聞かれた。 181年にはアレクサンドレイアの宮建への外交使節に選ばれ、

169年にはアカイア同盟の騎兵隊の役職に就き、 2年後人質としてローマへ送ら

れた 1000人のアカイアの上流階級の中の一人であった。そこに 16年間押し止

められた。ローマの敵として、少なくともこの国が優位に立つのを防ごうとし、

静観的な中立を支持した一人として来たのであったが、この国家を注視し、重

要な人物たちと親密に交際することによって、熱狂的な賛美者となり、ローマ

の世界覇権を確信した代弁者となった。アエミリウス・パウルスの家と親交を

結び、ポリュピオスを師として、心酔した尊敬の念をもって接した若いスキピ

オ・アヱミリアヌス ScipioAemilianusの遠征に後に(150年)同行した。このよう

にして彼はこの国家をすぐ間近から知ることとなったのである。 133年、スキピ

オと共にヌマンティアの面前にいた。この町を占拠した後、スペインの南と西

海岸、南ガリアを旅行した。

征服された同郷の人々の仲介者として彼は登場し、彼らに寛大な処置を勝ち

得るためにローマの貴族との関係を大いに利用した。そのために多くのギリシ

ヤのポリスから功績を称える栄誉をおびただしく与えられた。パウサニアス

(VIII 30)はメガロポリスのアゴラで、韻文で書かれた顕彰碑を見たと述べている。

彼の『歴史~ '1σTOp[αlは40巻から成っているがそのうち最初の 5巻が完全な

形で残されている。 l巻-16巻と 18巻の膨大な抜粋が Urbinoの写本で残されて



おり、最後の残りはコンスタンティノス・ポルピュロゲネトスの抜粋で残され

ている。 17巻， 19巻、 37巻と 40巻は全く残されていない。

l巻は 266-221年のローマとカルタゴの歴史を含んでいる。 221年から本来の

作品が始まる。ギリシャ、アジア、イタリア、リビアの出来事を均等に包含し

ている。当時知られていた世界の様々な国家がいかにして、ローマの支配下に

入るようになったかという主導的な中心思想によって、多様な事柄が統ーのた

めに結びつけられる。ローマ帝国の拡大は 221-168年の問のハンニパル、フィリ

ポス、アンティオコス、ペルセウスとの戦争で生じたことが3・29巻の中で描か

れている 1)。

2.ポリュビオスの形態論的特性について

この時代はもちろんコイネー・ギリシャ語の時代であるが、 この『歴史』全

体は、全盛期の美しいアッティカ方言で記述されている。

コイネー・ギリシャ語と判断される語形は散発的にしか見いだされない。た

とえば、

KaS' OUS' XPOVOUS' IIEpσαL TfiS' 'A，σi町長7TEKpaTOUV，品位互旦立 TOlS'E7TL TLναヲTOπOUS'

TWVμ内7TpOTEpOVap6EUOμtνωv三πELσα.)'0μtνOLヲu6ωpτη)'alOVE廿iπEVT正 )'EVEaS'

kαpπEUσαl T内νxφpαν. X 28，3 

ペルシャ人がアジアを支配していた時に、それまで潅概されていなかった土地

に泉の水を引いた人々に 5世代にわたってその土地を利用する権利を与えた。

(アッティカ方言おoσαV aor.3pl.) 

KαSaπEP apTLWヲEl7Ta，XVI， 4， 4 

たった今私が言ったように

(アッティカ方言 El7TOV，aor.l.sg.) 

TOV UUTOV 6主入oyovTOUTOV oi 'p，ωμα:lOL Kαi πpOヲ'HπELPφTαヲEl7Tav7TEpiφlλiπτOU 

X， 27， 4 

フィリポスについてこの同じ言葉をローマ人たちは本土の人たちに対して言っ

た。(アッティカ方言ε[πoν，aor.3.pl.) 

3.ポリュビオスの構文論的特性について

'EπEL6内6長Taμ佐VTfi古屋αpLvfiヲφpα宮古廿E<PαLVEν 内8ηT<ii6E LKL 7TLWVL 6LηpEUVT]TO 
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πpOヲT千lV廿pOElPllμEVllVEπ戸o入内V Tα KαTα TOU5' Uπ正vavnouヲ， TaヲμEV vijαヲ

Kαe{i入KEKαiμηxανa5' KαTEσKEUα(E TαUTαL5'φgπo入LOpK内σωV EK eα入aTTη宝 T内V

・ITuKηv，TOl宝 OEπ正(Ol5'， OUOLVφヲOLσXL入LOLヲ KαTE入asETOπd入LVTOV Uπ匂 T内ν

π6λLV KElμEVOV入6やOV，Kαi TOUTOVφXUpOUTO Kαi OlETa中pEtETTOAUTE入φヲ TOlC'戸ν

心π正ναvnOLヲ甘OLφvゆαVTαOLανφヲTOVTOTTpaTTWV TijヲπOALOpKIα吉 正VEKα，T1i 0' 

d入ηeElClsOU入6μEVO吉正ゆEOpEU正lνTOLヲKαTaTOV TijヲτpaCEωヲKαLpOV，'(Vαμ内TWV

σTpα.TOτEOωV EK Tijヲ廿αPEμ日o入内宮 XωPLσeEVTωV oi T九v・ITUKllvπαpαゆu入aTTOVTEヲ

σTpα1φTαL TO入μ内σαLEVECE入eOVTEC'EK T内ヲ π6入EωヲEYXELpElVTφ XapαKt oLa TO 

σUVEYYU5' ELVαL， Kαi 廿OALOpK正lVTOUヲ<)>UAOTTOVTα5'.(XIV，2， 1-4) 

春の最初の先触れが現れ、スキピオが計画した攻撃のための敵にたいする調べ

を終えたとき、ウティカを海の側から攻撃するかの如くに彼は船を水に降ろさ

せそれに機械を備えさせた。 2000人の歩兵でポリスの上にある丘を新たに占拠

し、そしてこれを塁壁と濠で入念に堅固にした、敵に包囲のためにこうしてい

るのだという印象を与えるために。実際は攻撃の時に防御を固めるためだった。

彼の軍団が陣地を離れた時に、ウティカの駐留部隊が距離があまり離れていな

い町からの奇襲によってそれを包囲するのでは、と恐れたからであった。

この長文を読みとって行く作業は、どのようにして行われるのであろうか。

加付mVEVく現れ〉、 OLllPEUVηTOく調査された>， KaeEL入院く引き降ろさせ〉、

KaTEσKEUα(E く備えさせた〉、 φヲπOALOp吋σωv く攻撃するかの知く〉、

問 T正AasETOく占拠し>、 WXUpOVTOく防御を固めた>、 OlETa<)>pEl疋く濠で守っ

た〉、 τOLφνく作りながら〉、叩aTTWVく行いながら〉、といった一つ一つの短

い定動詞旬、分詞句を適切に読みとっていくこと、 T伽 OTpαTO而 6ω …XωpLOeEV-

Tων<陣営が引き離された時に〉という独立属格句に気をつけること、英語やド

イツ語で関係代名詞が使用される連体表現では、 TTapa<)>UAaTTOVT尽く護衛してい

る〉、 ECEAeOVT日く出てきて>、。U入aTTOVTαヲく守っている者たちを〉などの

分詞句が使われるということも明瞭に意識しておかないといけない、と思われ

る。

なお格関係は格語尾によって明示されるので、ドイツ語の文献を読んで行く

場合とまったく同様に短い動詞句内の語順は全く気にしなくてよいのである。

さらに sOUAOμνoヲ長俳句EUELVく見張ろうとして>、 TO入同σαt正V ••• EYXElPElV Tl;i 

Xapα附く陣営を襲うことを彼らが敢えてしないかと〉などの私が連鎖調と呼ぶ

裸の不定詞句を補語にとる動詞の使い方も十二分に注意しなければならない、
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と私は考える。

なぜなら補助動詞は、話し手が聞き手に対して情報内容を特定したり、判断

を伝える動詞であり、言語の二重性を考慮するとき情報学的に見て非常に重だ

と考えられるのである。

4.連鎖詞

F.R.パーマーは英語の動詞を次のように分類している 2)。

1.助動詞

(a)一次助動詞:BE，HAVE，∞ 
(b肋)二次(または法)助動詞

NEED (そして、おそらく USED)

2.本動調

(a)連鎖調 (CATENATIVES):WANT， KEEPその他の多くの動詞。

(b)非連鎖詞 (NON-CATENATIVES)・上記以外のすべての動詞。

さて、古典ギリシャ語では英語で助動詞に分類される動詞、たとえばmustに

対応する動詞 xp~ も連鎖詞 want に対応する動詞ドoúÀEo8m などもすべて裸の不

定詞句を補語にとるので、ギリシャ語の動調は不定詞句を補語にとる連鎖詞と

そうした補語をとらない本動詞に二分することができる。

本稿では連鎖詞を Caで表記することにし、不定調句は Iで表記することにす

る。さらに Ca(+)は連鎖詞が不定詞句の前に発話され、 Ca(ー)は連鎖詞が不定詞

句の後に発話されることを意味し、 1(+)は不定詞句において動詞の不定詞が最

初に発話され、 1 (ー)は動調の不定詞が最後に発話されることを意味する。

筆者は論文「ギリシャ語の連鎖詞の研究(1)Jでは、 sOUAEσ8αlく欲する>、

長8EAElVく望む>という連鎖詞の用例を『イーリアス』、『オデュッセイア』、ソフ

ォクレス、へロドトス、トゥキュデイデースの作品を資料として調査し、次の

ような結果を得た九

(1)構造式 Ca (+)・ 1(・)

先ず連鎖詞を述べ、その後に補語となる不定詞句がくる構文である。そして

その不定詞句においては動詞は最後に位置する。すなわち現代ドイツ語の話法

の助動調構文と同じ構文である。

E盟主豆ι~8・ äv 佐γφYE Kαi ä入yEαπo入入dμoy~σαヲ

OlKαUE T' ~_~~三民主!!SHKαi voσπμov ~~αP l.l?~g~.Q~. Y 233-234 
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たとえ沢山の困難に遭おうとも、家に帰り、帰国の日を見ることを私は望むだ

ろう。

(2)構造式 Ca (+)・ 1(+) 

先ず、連鎖詞を述べ、次に補語となる不定詞句がくる構文である。そしてそ

の不定詞句は動詞で始まる構文である。すなわち現代英語の助動詞構文と同じ

構文である。

d入入d自立主豆豆8E1α也TOVTE ，山口XKαiUf.l.1! TTαTPW:ατaVTα 廿 387-388

彼が生きていて、遺産を全部持つことをお前たちが望むなら

(3)構造式 Ca (・)・ 1(・)

最初に、動詞で終わる不定詞句が述べられ、次にそれを支配する連鎖詞が発

話される構文である。これは日本語の連鎖詞と補語の関係とちょうど同じであ

る。

dφαp KE TOlαtrrlKα c'} 9.~P.ql I /iQ込岳山立中 593-594

すぐにでもあなたに差し上げたいと、思います。

(4)構造式 Ca (・)・ 1(+) 

連鎖詞は不定詞句の後に発話され、不定詞句が動詞で始まる構文である。

:r:sí 9:ÇlS!~m T有吉叩O08EOOVAoσ加市白込弘江盟三 Hdt 4.118.4 

先の隷従の恨みを晴らしたいと思って。

これらの用例の調査結果を数量調査してみると、次のようになる。

sOU入Eo8αl

構造式 Ca(+)I(ー) Ca (+) 1 (+) Ca(ー)1 (ー) Ca(ー)1 (+) 

『イーリアス』 8 (80%) 1 (10%) 1 (10%) 0(0%) 

『オデュッセイア』 11 (64%) 6 (36%) 0(0%) 0(0%) 

ソフォクレス 10 (50%) 3 (15%) 5 (259も) 2 (10%) 

へロドトス 73 (66%) 36 (24%) 8 (7%) 3 (3%) 

トゥキュデイデース 132 (77%) 35 (20%) 3 (2%) 2 (1%) 
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E9E入ElV

構造式 Ca(+)I(・) Ca (+) 1 (+) Ca (-) 1 (ー) Ca(ー)1 (+) 

『イーリアス』 60 (70%) 24 (28%) 2 (2%) 0(0%) 

『オデュッセイア』 58 (83%) 8 (11%) 3 (4%) 1 (2%) 

ソフォクレス 13 (40%) 4 (12%) 14 (42%) 2 (6%) 

へロドトス 63 (58%) 28 (26%) 12 (11 %) 6 (5%) 

トゥキュデイデース 48 (89%) 6 (11 %) 0(0%) 0(0%) 

「古典ギリシャ語の統語論上および構文論上の特性について-80KELVくと思わ

れる〉の用例の分析に基づいて 4) Jにおいても同じ資料を用いて、同じ調査を

したのであるが、。OUAw9αL，E9EAELVの用例の場合とほぼ同じ結果を得ることが

できた。

従って、古典ギリシャ語の場合、連鎖詞と不定調句の関係式は現代ドイツ語

の話法の助動詞構文である構造式(1)を基本構文として認めてもよいという確信

を得ることができた。

5.ポリュビオスの O'V同αLVElVの分析

この論文ではポリュビオスの『歴史』を資料として σu凶α[VElVの用例を分析

して、これまでに立証してきた事柄がこの言語の普遍的事実であることを証明

したい。

σu同αiνELV< (出来事・事態などが)たまたま生ずる;ある;ある状態にな

る;結果として生ずる、~という結果になる， impers.""という結果になる>

資料はポリュビオス『歴史~ 1巻""3巻を用いる。

(1)構造式 Ca (+)・ 1(・)

ayω仇 φV8佐μ内旦ιilliTOV Emταpαγ1ν6μEνOVσTpαTηyoνEK T恰 'Pφμηヲ ct9aσανTα

T内VEmypα州νTWVπpαγμáTων~Çlß.~!χ， 1， 31， 4 

ローマから来た次の後継者が勝利の栄誉を自分の物にするのではないかと懸念

して

8Lon型凶豆笠豆1TWV aTTO TOV σTO入OVTTAT]Pω[laTWV TO TTAELσTOVμ印0吉正V TE TOLS' 

E pyOL S' KUl T官Kα9o入OVπo入LOpばQ.9.L.~金制lP.~.旦し 1，49， 1 

艦隊の乗組員の大部分は防御と全体的な包囲攻撃の際に命を落とすことになっ
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たと、

首 OU巴2姐旦立豆廿αpaso入ω宮戸v白山玉県H'.Kαi 9J.C!l'1凶山t~tl.l! TTO入LOpKOV~ÉVOVヲ

iOUC;-i内νKopv<jJi]V KαiEXOViαヲ iWV'PωμαiωV， aπiσTωc;-O佐 iOUC;- KαPXηδOvtOvc;-

nl!J:ü~.l_l!， 1， 58， 3 

ローマ軍の山頂を押さえている兵士たちは包囲されつつ予想外に持ちこたえ、

あらゆる危険をおかして防戦し、カルタゴ軍も信じられないほどに、もちこた

えるということになった。

包広三島旦単 iOUヲ TTEpi iOV Ma8ω πdνiaヲ iOU宝 olaiWV 甘pOElpημ台 ωV A.o<jJωv 

EùKa(pωヲ KEl凶VOVヲ ïÓπOV宮中VÀaKal宮古~ç!~1J併にg.l.， 1， 75， 4 

マトースに率いられた一隊は前述の丘に通じる箇所をすべて守備隊で占拠する

ということになった。

ao内iOiE巴盟主旦山豆 KαiπEpi[lEv iOσuaiημαTφνμla8o<jJopων，En 8主μd入λOVTTEpi 

iOU宮内YEμOVαヲωTφv恒.rJP.比三U'.・ 1， 81， 11 

このことが当時、傭兵隊の組織、とくに彼らの指導者たちの周辺で起こるとい

うことになったのである。

Ev olヲKαlpOlヲ包主正直niα1ヲ戸vEπsO入α:lC;-Kαi iO入μαtヲμη8か αUiOUC;-~çiJTm~旦~ïφν

加 εναvnωv，δla従 T内νaTTElp(αV TTO入入áKlヲ ~M:r工.QÝS!~m. 1， 84， 5 

その折り、彼らは作戦と豪胆さという点では敵に決してひけをとらなかったが、

経験がないために遅れをとるということになった。

ac;-En Kαi vDv巴足直込単L弘qμi!ほ山， II， 41. 7 

それらは今も存続している。

O Kαi!主主品n)'_~ぽ9:.~9..l_ ， III， 11， 2 

そのことが起こるということになった。

σ」丘白 Tao入αTTGpαoocω宝KαiKαia入oyovGÙï(~ XωDÍÌçr.Q~・ III， 14， 5 

すべては思いがけず、彼の計算通りに進行するということになった。
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OTαv8主判 KαlTOlヲ廿OÀEμ[01S'巴叫込山 T~V Eνανn即位入T品αTαVTη雪印rJm:.E:l乙 IIL

63， 13 

敵がこれと反対の希望を持つということになったときに

TTapaTT入内σlα8ETOVTOIS'立山正良型些 KαlTTEpl TO心宝 IτπElS' YJy'~.qø.qt Kαi前 plTO 

σ心μπαvαUTOlヲσTpαTOπE80v.III， 73， 4 

騎兵隊に閲しでも彼らの全軍に関しでもこのような状態になったのである。

この他にこの構造式で把握されるのは次の箇所である。 1，19，10/1， 20，16/1，30，

8/1， 37， 2/1， 39， 9/1， 48，5 11，50， 9/1， 58， 8 11， 65， 1 /1， 67， 11/1， 77， 7/1， 85， 7 I 

II， 15， 3 I II， 23， 6 I II， 30， 6 I II， 41， 7 I II， 41， 9 I II， 55， 5 I II， 64， 6 I II， 68， 101 III， 

19， IO/III， 42， 9/III， 55， 8/III， 61， 7。

(2)構造式 Ca (+)・ 1(+) 

6σψ8主 μEÍ(ω 巴2姐型盟:Y~l'.ζg.~ÇlJ. T内V8vσXPησnανTTEpl TOUS'心πEνα吋 OVヲ81aTaヲ

πPOElpημ長vαヲαi寸tαヲ 1，48，7

前述の理由で敵側の不利が大きくなればなるほど、

TOVTOVヲyapωTOUS'àEl 巴辺正直旦笠豆 Õ.lg<.Þ..~~J'p'~.qøm KαTa TaS'σuμπ入OKaヲ， TOU宮正ν

XElpφνν6μ41τEPI TTEOOVTων. 1，57， 8 

この戦闘では白兵戦に巻き込まれた者だけが命を落とすということになった。

81' a入入OVTpOTTOV立主主正直n~.q ß..çl l'. TOIノπ6入EμOVT内VKp[σIV. L 58， 6 

戦争は他の方法で決着を見る、ということになった。

O Kαl TOTE ill辺正直nY.E:ぽÇJ.~ Çl.I. TTEplαUTO句. 1，67，7 

そのことが当時彼らに関して起こることになったのである。

包括白 TOUS'. 1胤 plO心ヲ付 τOAUVXpoνov àvnπ01ησα凶VOVヲ TÉÀO雪印庶民J}~ EK 

T内宮廿6入Eωヲ. II， 9， 5 

長時間抵抗したイリュリア人は結局ポリスから追い出される、ということにな

った。
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巴広三島耳 ~çl金~fll!弘 TOVS- 'HπElpφTαS-， Kαi TTO入入OVヲμωαkφνπEUElV，Ei1 8佐π入ElOV守

主主WI!旦し TOVヲ ÙÈ 入01πo白色~g.'やμγ兵ü:φ雪量π ， 'ATIVTaωV， II， 5， 8 

大陸部は占拠され、彼らの多くは戦死し、さらに多くは捕虜となり、残りはア

テインタニアに逃亡する、ということになった。

TαVTα6定型JVÉß旦山巳~ y'l.I!!=.<!~.(H T<II Tpl Ttp TTpOTE pov ETEl T内ヲ nuppOV81αsaσεω宮正iヲ

T~V 'ITα入iαV，π4μπTtp8主T内ヲ rα入αTφν 廿EpiM入。OVS-81α中日opaヲ. 11， 20， 6 

これはピュロスのイタリアへの過渡の 3年前、ガラティア人のデルフィでの敗

北の 5年前に起こった。

巴些些nt.I'<J点eCl.P.nl!9.l.戸V TWV 'PωμαiωνOUK EAaTTOV宮司OK1UXI入iων TOVヲ従

入01πOV雪合目xm:. 11， 25， 9 

ローマ人の 6000人より少なからぬ者が戦死し、残りは逃亡する、ということに

なった。

EL yap虫記品nspαXV凶νoν JIl.1日航I!Cl.t.T1] XWPQ. TOVS-av8pαヲKαTa吋ν凶XTJV，

11， 33， 8 

もし兵士たちが戦いで少しでも後退する、ということになったら、

UVV品且 Ta宝KαT'ーKElνOVS-TOVS-TOπOVヲ'臥λη汎 KaヲπOAEIS-!i目立注目的問LωνOVKαi 

σTauEωヲ KαiπανT08απ有吉 Tαpαx内宮. 11， 39， 3 

その地方のギリシャのポリスは殺裁や内乱そしてさまざまな混乱で満たされる

ということになった。

Oi1巴叫乱丘1Taヲ8vvallEIs-Óμ09V1lα8òν 加担~mσTpαTTJYÒV 'AVvlsαν， III， 13， 4 

兵士たちは一致してハンニパルを指導者に選ぶことになったと、

坤，WV Q.!辺詰立問t\!=兵ω~~ûy'Ç!J. Kαi TO TOV企IOヲLEpOVTOV KαTTETω入lOV. III， 22， 1 

彼らによってカピトルのゼウス神殿も奉献されることになったのである。

この他に 1，3， 4/1， 18， 1/1， 18， 10 1 I， 42， 7 / 1， 45， 9/1， 46， 3 /1， 48， 9 11， 57， 8 1 1， 

58， 6/1， 75， 6/1， 77， 6/11， 28， 10 111， 30.3111， 32， 1/11，41， 121 III， 53， 10 1 III， 65， 

71 III， 74， 1。
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(3)矯造式 Ca (・)・ 1(・)

OVμ6νov Ta aφμαTα TWV aνepφπωνKαiπvαTφν 佐ναVTOl宮 yEVνωμEVων 主入KφνKαi

O叫laTωV 9:rr.Q~m>!p.Q9.:~[l. QJ足直豆些1Kαi TEAEω宮aso向。刊でαy'i)!f.q立.CH， 1， 81， 5 

人間の身体とその中に生じた傷と腫擦が激しくなり、ついには治療できなく

なるだけでなく、

TOlS民間piTOV MaeωKoi LπEV8l0V OVX 内TTOV !1:Q~.t却.~lg.~g.t， 虫記詰旦民ど内

π9}，~9P.. 15!，.l.1! 1， 84， 1 

マトース側とスペンディオス側は包囲すると同様に包囲される状況になった

OV yapπaiv，品入d廿amTOTE KOlνOV雪量xepOVS~1四! avv品旦単 TOVS'1入入.VplOVS，

II， 12， 6 

というのもイリュリア人は当時、ある人たちの敵というのではなく、全ての人

の共通の敵ということになった。

Ta宝"A入τElヲ αVTaヲET1I.TplσXl入[OVSKαi 8lαKOσiovsσTα8iovヲm.l凶日以巴弘良延立己.

II， 14， 9 

アルプス自体は 2200スタデイオンにわたって、延びているということになる。

yEVOμEVT]ヲ 8・dμ<j>WTOμOV T~ヲ TWV KE入TWV8vvαμtωヲ，OV μOVOV KOTαπ入T]KTlK内ν

品入aKαiτpαm吋V ~1目! avv品旦些 T内VTaclν， II， 28， 6 

ケルト軍は二重の前戦を形成することにより、その配置は恐怖を惹き起す様相

を呈するだけでなく実戦にも適するものとなった。

WV TOV戸VEuαV， TOV 8' ETEpOV "0入uμπOV 耳Çl~~~SI~m 巴足直弘主主1， II， 65， 8 

そのうちの一つは、エウアース、もう一方はオリュムポスと呼ばれている

Tφν 従 KαTaμ印oヲ EVαVTDyEyOνOTωνapXas 凶V ~1v..(:n旦品血包己 TOVS

甘pOElpημ正VOV宮廿o入正μOVヲ， III， 1， 9 

その時期に次々と起こった出来事の始まりは先に述べた戦争である、というこ

とになる。

WV TOVS戸V'Iv8ovs çiTI9.~~ 9.:~m，旦丘白 πáVTα宝， TOVS 8'品付αVTαSOH!9:.(y.的問・
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II1， 46， 11 

そのうち象使いはすべて死に、象は救われるということになった。

TαUTTJV戸VEUOLaKOiTTOV !'J.I!ClJ. auv姐旦些 II1， 55， 1 

これは容易に突き抜けれた、

その他に 1，28， 4/1， 35， 71 III， 36， 11 II1， 73， 2。

(4)構造式 Ca (・)・ 1(+) 

El同VTol宝πpO午φValノαypa<jlouσLTà宝iTpá';ELS'間四挺~!'J.<Þ!l.cH <;L!単品旦些 TOVU而 p

α前向宝 T1I宝 iσTOp[α宮正παLVOV， 1， 1， 1 

我々以前の歴史家によって歴史に対する賞賛が無視されたままであるという結

果になっていたとしたら、

T~V 戸νOUVσ印mσαV LLKEA[αV T1] 8EσEL :r~]:gX~m 立込必単単LτpÒS' T~v'ITα入[UVKαi

TclKELVTJ宮両pαTα iTαpαiT入TJσLWS' TU T1IヲI1E入oτOVν内σou8EσEL廿poヲT内ν 入OLτ内v

'E入入品αKαiTa TαUTTJS' aKpα， 1，42， 1 

全シシリアのイタリアおよびその最南端に対する位置関係はペロポネソス半島

の残りのギリシャおよびその最先端との位置関係にほぼ等しい、ということに

なる、

Þ.L.Q企~Ç!QÎlI!Çl，L. <;L!辺三島DKαTa8aXαTTαν6入oσXEpφS'UiTO XELμφVOヲ， 1，82，6 

彼らは海の嵐で壊滅するということになった。

OLOTL mT!'.L.\fuも~m 立込必4立正1 T~V TWV 'ApyElwvπ6λLV UτO TWV 'AXαlφv， 11， 53， 5 

アルゴス人のポリスがアカイアに占拠されたと、

KUlτO8EV叫vmσ」丘白 TOV叩句 TOUS'I1Epσαヲ而入EμOV， II1， 6，9 

ペルシャに対する戦争は何から生ずることになったのか

6.結論

以上の例証文から明きらかなように、古典ギリシャ語において構文論上、連

鎖調と不定調句の問、および不定詞句の内部における語順は現代ドイツ語とま
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ったく同様に、先ず、連鎖詞を発話し、これに不定詞句が後続、さらにその不

定詞句内部では動詞が最後に発話される構文を基本構文と捉えることができる。

そしてこのことをギリシャ語学習の最初から知っていると、容易に古典ギリシ

ャ語の書き言葉への世界へと入っていけると確信することができた。
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Zum Problem des Satzbaus im Altgriechischen 
- Auf Grund der Analyse von aVflßal VEl v 

in Historiae des Historikers Polybios-

Toshiyuki T AKESHIMA 

Im allgemeinen wird angenommen, daß der Satzbau des Altgriechischen bei weitem 

flexibler als der der modemen Sprachen z.B. des Neugriechischen bzw. Deutschen sei. 

Dies bedeutet willkürliche Verwendung der Wortstellungsvariationen innerhalb desselben 

Textes. Zum Beispiel sollte man als Strukturformeln der Sätze, die aus dem finiten 

Hilfsverb, dem Infinitiv und den übrigen Gliedern im Infinitivsatz bestehen, theoretisch 

folgende vier Typen unterscheiden. 

Die Strukturformel (1) [Ca (+) • I (0)] 

Nach dem Hilfsverb ("Catenate verb") kommt ein Infinitivsatz. Innerhalb des 

Infinitivsatzes wird der Infinitiv in die Ende gesetzt. 

Die Strukturformel (2) [Ca (+) • I (+)] 

Zunächst sagt man ein Hilfsverb und daran anschließend einen Infinitivsatz aus. 

In dem Infinitivsatz wird jedoch der Infinitiv zuerst ausgesagt. 

Die Strukturformel (3) [Ca (0) • I (0)] 

Im Gegensatz zu (1) und (2) beginnt man mit einem Infinitivsatz und danach 

kommt ein Hilfsverb. Innerhalb des Infinitivsatzes steht der Infinitiv am Ende wie 

bei (1). 

Die Strukturformel (4) [Ca (0). 1(+)] 

Genauso wie (3) geht der Infinitivsatz dem Hilfsverb voraus. Innerhalb des 

Infinitivsatzes steht dagegen der Infinitiv vor den anderen Gliedern. 

Bereits in meinen früheren Studien habe ich bewiesen, daß repräsentative 

Schriftsteller in der archäischen und klassischen Periode wie Homer, Sophokles, Herodot 

und Thukydides eine intensive Vorliebe für die erste der vier Satzstrukturformeln gezeigt 

haben, z.B. 
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ßOVAOl blUv 0' iiv E)'W )'E Kai CiA)'En 7TOAAU ~o)'~cras 

olKaoE T' ~~~~.IJ.!=xm Kai vocrTl~OV ~~ap ~§i.g.~gJ., )' 232-233 

'Ich freilich zöge es vor nach der Fülle bitterer Leiden 

Heimzugelangen; erleben möchte ich die Stunde der Rückkehr,' 

Daraus folgend kann man die Strukturformel (I) [Ca (+) • I (-)] als die grundlegende 

im Homerischen und klassischen Griechisch betrachten. 

In dieser Abhandlung versuche ich die obige Behauptung mittels der Analyse eines 

Textes in der hellenistischen Periode, das ist, die Historiae des Historikers Polybios 

(201 v. Chr. - um 120 v. Chr.) zu stützen. Besonders ausführlich wird das Hilfsverb, 

crv~ßalVElIJ 'sich ereignen, sich ergeben' und der davon regierte Infinitivsatz behandelt. 

Wenn man die Beispiele, die diese zwei Bestandteile enthalten, gemäß den vier oben 

erwähnten Strukturformeln klassifiziert, stellt es sich sogleich heraus, daß der folgende 

Typ am häufigsten vorkommt: 

crvvEßmVE TOUS 7TEpi TÜV Ma8w 7TaVTaS TOUS OlU TWV 7TPOElPTJ~EVWV M<j>wv 

EUKQlPWS KEl~EVOVS T07TOVS <j>vAaKa'is §.l.sl.~n<l>.~1!m, Polyb. 1,75, 4 

, ... hatte Mathos alle diese Punkte mit Wachen besetzt,' 

crVVEßU Ta öAa 7Tapaoo~ws Kai KaTu AO)'OV alml> XW~iig.ql. Polyb.III, 14,5 

' ... ging die Schlacht wider Erwarten zu seinen Gunsten aus.' 

In diesen Beispielen tritt das Hilfsverb vor dem Infinitivsatz auf, und der Infinitiv 

nimmt die Endstellung innerhalb des Infinitivsatzes ein. 

Daraus folgt, daß man die Strukturformel (I) [Ca (+) • I (-)] dennoch normalerweise 

als Grundformel im Altgriechischen betrachten kann. Aus typologischer Perspektive ist 

interessant, daß der altgriechische grundlegende Satzbau, der vom Hilfsverb und dem 

Infinitivsatz gestaltet wird, unerwarteterweise genau mit dem deutschen Rahmenbau 

übereinstimmt, im Gegensatz zu der gewöhnlichen Ansicht, daß das Altgriechische mehr 

Varianten der SatzgliedersteIlung als das Deutsche zulasse. 
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